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　　衷霞の動き
一一獅潟璽田現在一一

男4，472併の
女4，503伸り
計　　　8，975（｝20）

穫帯数2，229（一3）

　1）は前月琵較

謹

　
　
　
　
　
　
　
　
嚢

懸

羅

　
　
　
羅

養

鱗 灘

鱒麟麟

、．醗

醸

澗
識

講

慧　
難
　
　
　
馨

騨

脳

礫

繍

雛
麟轍灘灘毒

擁

盗

椰

藁

譲

号砲一発

400余人が健脚を競う

照

灘謝

　10月7日・川西中学校南側校舎脇を発着地点として、第
14回町民マラソン大会が開かれました．
　曇り空で気温が低めのマラソンコンディションとあって、

好タイムが続出しました．

　沿道では・夢中になって身を乗り出して応援している父兄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、「ホラ・○○頑張れ」などと、大声を張り上げているお母さ

んの姿も見えました．　　（大会結果は、7ぺ一ジに掲載）

難　鱒鯉蝦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

　　麗灘．灘

　　　　灘灘

　鞭　醐　灘獲　騨騒

　灘　繋罹榊鞭　灘i
縮

装

，，，黒誤，藷．簾痢

　12日至誠堂医院（西浦町）實52－3276

　18日山口医院（袋町）台52－2174

　23日大島医院（川原町）費52－2957

　25日中条病院（中条）ロ57－3018

12月　2日第二藤巻医院（上野）a68－2018

　　9日至誠堂医院（西浦町）行52－3276

灘



入所者の作業を熱心に見入る知事
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十
月
二
十
四
日
、
金
子
県
知
事
が
、

津
南
町
で
開
か
れ
た
「
知
事
と
の
ふ

れ
あ
い
ト
ー
ク
」
に
出
席
の
途
中
、

玄
関
口
で
あ
る
川
西
町
を
訪
れ
ま
し

た
。

　
知
事
は
、
　
「
な
か
ま
の
家
」
に
立

ち
寄
ら
れ
、
入
所
者
や
地
元
職
員
ら
、

お
よ
そ
百
人
の
熱
い
歓
迎
を
受
け
ま

し
た
。

　
な
か
ま
の
家
で
は
、
入
所
者
が
行

っ
て
い
る
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
再
生
作

業
を
見
学
し
、
熱
心
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
造
成
が
進
ん
で
い
る

中
子
平
ふ
る
さ
と
広
場
に
つ
い
て
、

同
施
設
の
屋
上
か
ら
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
『
知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
』

　
　
　
　
　
は
、
昨
年
八
月
の
板
倉

集
っ
た
六
五
〇
人
の
中
か
ら
、
十
三
人
が
知
事
の

施
政
を
た
だ
し
ま
し
た
（
津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー

ト
し
た
も
の
で
、
津
南

町
会
場
は
九
番
目
と
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
知
事
と
地

域
住
民
が
じ
か
に
話
し

合
う
と
い
う
企
画
で
、

郡
市
内
四
市
町
村
、
約

六
五
〇
余
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
当
町
か
ら
も

六
十
人
程
度
が
参
加
。

参
集
し
た
住
民
の
中
か

ら
十
三
人
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

　
山
岸
真
治
さ
ん
（
霜

条
）
と
戸
田
哲
次
さ
ん

（
仁
田
）
の
二
人
が
、

米
作
農
家
の
方
向
付
け

や
、
小
千
谷
十
日
町
津

南
線
の
改
良
と
除
雪
対

策
の
推
進
な
ど
に
つ
い

て
質
問
を
投
げ
か
け
、

知
事
の
施
政
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

11

月
11
日
～
17
日

税
を
知

る
週
間

　
週
間
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
郡
市

内
の
中
学
生
を
対
象
に
標
語
を
募
集

し
ま
し
た
。

　
川
西
中
学
校
か
ら
は
、
次
の
生
徒

が
入
選
し
ま
し
た
。
”
以
下
敬
称
略

十
日
町
税
務
署
長
優
秀
作

税
金
を
み
ん
な
で
納
め
て
福
祉
の
充

実
　
　
　
　
　
三
年
　
星
名
聡
美

　
同
佳
作

み
ん
な
の
税
金
み
ん
な
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
三
年
登
坂
玲
子

税
金
は
明
る
い
く
ら
し
の
生
活
保
障

　
　
　
　
　
　
三
年
　
清
水
亮

少
年
の
主
張
川
西
中
学
校

　
　
校
内
大
会
（
7
・
9
）

　
町
納
税
教
育
推
進
懇
談
会

　
〈
入
選
〉

こ
の
税
金
む
だ
に
し
な
い
で
親
の
汗

　
　
　
　
　
　
二
年
平
野
由
布
子

税
金
で
住
み
よ
い
豊
か
な
町
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
三
年
　
田
中
　
俊
徳

税
金
を
納
め
て
豊
か
な
町
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
三
年
村
越
　
ル
ミ

納
め
よ
う
人
の
た
め
自
分
の
た
め
に

生
き
る
税
　
　
三
年
水
品
　
円

税
金
を
み
ん
な
で
納
め
て
明
る
い
社

会
　
　
　
　
二
年
大
久
保
恵
輔

　
〈
佳
作
〉

三
年
　
水
落
江
利
子
　
上
村
量
尚

清
水
恵
子
　
茂
野
淳
一
　
木
村
ま
こ

と
　
佐
藤
け
い
子
　
川
崎
和
也
　
小

林
憲
一
　
高
橋
一
弘
　
清
水
健
夫

二
年
蔵
品
芳
一

一
年
星
名
恵
美
子
数
藤
真
弥
子

田
畑
隆
行
　
渡
辺
智
和

作
文
の
部

　
〈
佳
作
〉

税
金
に
つ
い
て
思
っ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
三
年
星
野
　
一

穆



P●●●■6θ●のσ■●●c●■鳳
●・・●・oc●6・●．o●●．1

●
　
　
●

●
　
　
9

●
　
　
●

O
　
　
●

●
　
9

●
　
　
●

9
　
　
●

●
　
　
●

の●●，．

990D，の，，■

ライオンズクラブ国際協会333－A地区キャビネット会計高野興一さんによるガバナーメッセージ

　
十
月
二
十
八
日
、
川
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
高
橋
寛
治
会
長
・
会
員
四
十
六
人
）

の
認
証
十
周
年
記
念
式
典
が
、
お
よ
そ
五

百
人
の
来
賓
を
迎
え
て
、
町
総
合
体
育
館

で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
川
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
五

十
年
六
月
に
、
県
囚
六
十
番
目
に
組
織
さ

れ
、
丸
山
英
郎
氏
を
初
代
会
長
に
、
三
十

五
人
の
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
『
友
愛
と
奉
仕
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
国

道
の
ア
キ
缶
清
掃
、
福
祉
施
設
で
の
理
髪

奉
仕
、
町
内
保
育
園
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
慰

問
な
ど
、
地
道
な
奉
仕
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
六
士
二
年
か
ら
は
、
ア

メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
の
交
換
留
学

生
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
献
眼
・

献
血
運
動
で
は
、
地
域
の
先
頭
に
立
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
十
周
年
記
念
式
典
で
は
、
大
久
保
三
吉

式
典
実
行
委
員
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
高
橋
会
長
が
「
十
周
年
は
成
人
に

な
っ
た
ば
か
り
、
米
寿
の
祝
い
ま
で
友
愛

と
奉
仕
の
精
神
で
頑
張
り
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
十
周
年
を
記
念
し
て
、
神
奈

川
県
・
横
須
賀
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

姉
妹
ク
ラ
ブ
提
携
。
高
橋
川
西
会
長
と
相

原恒

横
須
賀
西
会
長
が
調
印
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
十
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
奉
仕
地
域
内
の
小
・
中
．

高
等
学
校
に
教
育
備
品
の
寄
贈
や
、
青
少

年
育
成
の
絵
本
劇
場
の
開
催
、
町
内
小
・

中
・
高
校
に
よ
る
合
同
演
奏
会
の
開
催
な

ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

役社会福祉に

チャリティ

　　バザー

　
十
月
二
十
一
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
エ
リ
カ
の
会
（
高
倉
国
際
村
と

町
内
有
志
で
組
織
す
る
サ
ー
ク
ル
）

の
発
足
を
記
念
し
て
、
福
祉
施
設
へ

の
寄
付
を
目
的
に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

国
際
村
の
皆
さ
ん
が
念
願
し
て
い

た
「
文
化
的
な
催
し
な
ど
に
よ
っ
て
、

町
に
少
し
で
も
役
に
立
て
る
こ
と
が

開
場
と
同
時
に
、
お
客
の
列

が
で
き
ま
し
た

保
坂
社
教
事
務
局
長
に
寄
付
金

を
渡
す
丸
山
有
志
代
表

で
き
た
ら
」
と
い
う
こ
と
が
実
り
、

今
回
、
町
内
有
志
の
方
々
と
一
緒
に

な
っ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
会
場
に
は
、
日
用
生
活
品
や
食
料

品
な
ど
、
多
く
の
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
町
で
は
珍
し
い
事
業

と
あ
っ
て
、
五
十
川
庚
平
さ
ん
は
草

の
水
彩
画
を
、
藤
巻
秀
正
さ
ん
は
絵

皿
を
、
佐
藤
達
さ
ん
は
油
絵
を
そ
れ

ぞ
れ
協
力
出
品
し
、
バ
ザ
ー
の
収
益

向
上
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

　
バ
ザ
ー
は
、
千
点
を
超
す
品
が
集

め
ら
れ
、
午
前
十
時
の
開
場
か
ら
三
、

四
時
間
で
売
り
切
れ
と
な
っ
て
し
ま

う
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
こ
の
催
し
に
よ
っ
て
得
た
収
益
は
、

渡
辺
エ
リ
ヵ
高
倉
国
際
村
長
と
町
内

有
志
代
表
に
よ
っ
て
、
十
月
二
十
七

日
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
「
な
か
ま

の
家
」
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

⑬



　
十
月
二
十
一
日
、
千
手
小
学
校
体

育
館
で
、
お
よ
そ
二
百
人
が
参
加
し

て
、
郡
市
社
会
教
育
大
会
が
開
か
れ

実
践
発
表
の
も
よ
う

保
健
婦
続
け
て

　
　
　
　
　
三
十
九
年

高
橋
さ
ん
に

厚
生
大
臣
表
彰

　
十
一
月
二
日
、
東
京
霞
が
関
の
中

央
合
同
庁
舎
で
、
国
民
健
康
保
険
関

係
功
労
者
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。
当

町
か
ら
、
保
健
婦
の
高
橋
ア
サ
さ
ん

（
5
6
歳
）
が
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
九

ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
毎
年
開
か
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
回
で
三
十
六
回
と
な

り
ま
す
。

　
午
前
は
、
　
「
婦
人
、
高
齢
者
の
学

習
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
い
う
内
容

で
、
各
市
町
村
か
ら
一
人
ず
つ
実
践

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
当
町
か
ら
も

南
雲
一
枝
さ
ん
（
中
央
町
）
が
発
表

を
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
新
潟
大
学
教
育
学

部
社
会
教
育
研
究
室
の
相
庭
和
彦
さ

ん
に
よ
る
「
生
涯
学
習
に
お
け
る
各

期
の
あ
り
方
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
生
涯
教
育
・
生
涯
学
習
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
や
、
各
時
期

月
に
仙
田
村
役
場
保
健
婦
と
し
て
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
現
職
（
昭

和
三
十
五
年
五
月
～
昭
和
四
十
年
十

一
月
ま
で
は
十
日
町
病
院
の
保
健
婦

と
し
て
勤
務
。
町
保
健
婦
と
し
て
の

期
間
1
1
三
十
二
年
三
月
）
と
し
て
、

こ
ま
め
に
家
庭
訪
問
し
、
住
民
と
の

に
あ
っ
た
教
育
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
な
ど
、
専
門
的
な
分
野
で
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　
生
涯
教
育
の
時
代
は
、
自
分
た
ち

の
一
生
を
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
っ

た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
と

同
時
に
、
学
び
や
す
い
社
会
を
自
分

た
ち
の
手
で
作
っ
て
い
く
、
社
会
に

参
加
し
て
い
く
、
そ
う
い
う
時
期
と

考
え
て
も
よ
い
。

　
社
会
教
育
な
ど
の
講
座
も
、
た
だ

単
に
行
っ
て
話
し
を
聞
い
て
感
動
し

て
帰
っ
て
く
る
と
い
う
動
き
か
ら
、

そ
の
講
座
を
自
分
た
ち
の
手
で
作
っ

て
い
く
と
い
う
動
き
が
大
事
で
あ
る
。

　
だ
れ
か
が
作
っ
た
船
に
乗
る
の
で

は
な
く
、
自
分
た
ち
で
作
る
。
そ
の

作
っ
て
い
く
過
程
が
学
習
行
為
と
し

て
生
涯
教
育
体
系
を
形
成
す
る
も
の

で
は
な
い
か
、
と
結
ん
で
い
ま
し
た
。

密
接
な
連
絡
を
保
ち
な
が
ら
、
国
民

健
康
保
険
事
業
疾
病
予
防
に
力
を
注

ぎ
ま
し
た
。

　
と
く
に
、
冬
期
間
の
孤
立
集
落
や
、

へ
き
地
の
無
医
集
落
で
の
保
健
婦
活

動
を
実
施
。
ま
た
、
健
康
モ
デ
ル
集

落
を
設
置
し
、
住
民
の
健
康
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
各
種
検
診

率
の
向
上
や
健
康
に
対
す
る
講
演
、

多
受
診
世
帯
の
指
導
を
長
年
の
保
健

婦
の
実
績
と
手
腕
に
よ
り
手
が
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

鞘
…
…
辮
灘
…
…
…
鞘
辮
淵
鞘
餅
欄
…
潮
…
購
…
鍵

……
…
難
難
懸
鰭
鄭
塾

　
燃
獺
羅
…
㎜
…
…
欄
…
劒
㎜
…
榊
…
㎜
…
…
㎜
…
…
…
　
…
…
㎜
…
灘

籔
聯
繋
欝
灘
難

　
三
領
出
身
で
、
昭
和
十
年
（
一
九

三
五
）
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
た
斎

木
千
代
吉
さ
ん
（
7
3
歳
）
が
、

九
月
二
十
四
日
か
ら
十
月
十
二
日
ま

で
滞
在
。
故
郷
の
生
活
を
満
喫
し
て

帰
ら
れ
ま
し
た
。

　
斎
木
さ
ん
は
、
大
正
六
年
（
一
九

一
七
）
に
父
熊
吉
さ
ん
、
母
マ
キ
さ

ん
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

十
八
歳
の
と
き
、
日
本
か
ら
の
七
十

世
帯
と
と
も
に
家
族
全
員
（
父
、
母
、

兄
弟
六
人
、
幼
女
一
人
）
で
ブ
ラ
ジ

ル
に
移
住
。
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
の
パ

リ
ン
チ
ン
ス
に
入
植
し
ま
し
た
。

　
一
家
全
員
で
山
野
を
開
拓
し
、
コ

斎
木
千
代
吉
さ
ん
（
中
央
）
、
ユ

リ
子
さ
ん
（
左
）
と
南
雲
町
長

シ
ョ
ウ
、
カ
カ
オ
、
ゴ
ム
な
ど
を
栽

培
。
厳
し
い
生
活
を
支
え
な
が
ら
、

良
い
土
地
を
求
め
住
居
地
も
数
カ
所

移
転
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
十
年

前
に
、
現
在
の
一
家
を
構
え
る
パ
ラ

州
に
移
り
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
斎

木
さ
ん
は
結
婚
し
、
五
人
の
男
子
と

三
人
の
女
子
が
授
か
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
長
男
の
孝
明
さ
ん
を
交
通
事

故
で
、
ま
た
、
三
人
の
兄
弟
も
亡
く

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
奥
さ
ん
の
敦

さ
ん
も
雷
事
故
で
二
十
八
年
前
に
亡

く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
四
男
の
仁
さ
ん
家
族
と

生
活
さ
れ
、
常
時
五
人
の
現
地
人
も

雇
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
時
な
ど
の
多

忙
期
に
は
三
十
人
ほ
ど
の
人
を
使
っ

て
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
耕
作

し
、
コ
シ
ョ
ウ
、
カ
カ
オ
、
ゴ
ム
な

ど
の
栽
培
を
は
じ
め
、
畜
産
な
ど
も

手
が
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
回
の
帰
国
は
、
　
「
社
海
外
移
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
族
会
」
の
、
五
十
年
以
上
帰
国
し

て
い
な
い
人
を
母
国
に
招
待
す
る
企

画
で
実
現
し
た
も
の
で
、
妹
の
ユ
リ

子
さ
ん
と
と
も
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　
斎
木
さ
ん
は
、
従
妹
の
水
品
リ
ツ

さ
ん
（
三
領
）
宅
に
滞
在
し
て
、
関

係
者
の
温
か
い
も
て
な
し
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
小
学
校
当
時
の
同
級

会
に
出
た
り
、
部
落
の
歓
迎
会
に
も

出
席
し
た
り
、
懐
か
し
い
日
々
を
過

ご
し
ま
し
た
。

⑳



平成2年国勢調査（概数）と昭和60年国勢調査の比較

　　事項
町名

2年国勢調査 60年国勢調査 比　　　　　　較
．世帯数 男 女 計 世帯数 男 女 計 世帯数 男 女 計

中　島　町 47 78 86 164 44 82 84 166 3 △　　4 2 △　　2

山　野　　田 29 57 60 117 31 60 65 125 △　　2 △　　3 △　　5 △　　8

発電所通り東 37 69 73 142 34 70 79 149 3 △　　1 △　　6 △　　7

発電所通り西 41 76 86 162 42 77 92 169 △　　1 △　　1 △　　6 △　　7

鉄道アパ・一ト 5 5 8 13 7 10 11 21 △　　2 △　　5 △　　3 △　　8

栄　　　　町 70 115 111 226 43 81 81 162 27 34 30 64

山野田住宅 7 4 6 10 12 9 7 16 △　　5 △　　5 △　　1 △　　6

県営住宅 9 8 4 12 10 8 7 15 △　　1 0 △　　3 △　　3

朝　日　町 32 73 63 136 26 55 45 100 6 18 18 36

四　郎　兼 31 61 62 123 32 68 69 137 △　　1 △　　7 △　　7 △　14

東　善　寺 31 55 61 116 37 72 83 155 △　　6 △　17 △　22 △　39

上　　　　町 24 48 48 96 25 52 55 107 △　　1 △　　4 △　　7 △　11

中　央　町 29 47 49 96 31 51 55 106 △　　2 △　　4 △　　6 △　10

田　中　町 39 80 82 162 40 83 82 165 △　　1 △　　3 0 △　　3

神　社　町 31 67 70 137 32 64 73 137 △　　1 3 △　　3 0
学　校　町 60 107 107 214 60 120 119 239 0 △　13 △　12 △　25

中　屋　敷 41 86 90 176 44 89 100 189 △　　3 △　　3 △　10 △　13

寺　　　　尾 43 85 74 159 47 85 76 161 △　　4 0 △　　2 △　　2

木　　　　島 57 102 107 209 59 113 121 234 △　　2 △　11 △　14 △　25

沖　　　　立 86 182 184 366 86 191 195 386 0 △　　9 △　11 △　20

伊　　　　友 73 164 177 341 75 168 179 347 △　　2 △　　4 △　　2 △　　6

高　原　田 63 127 135 262 66 130 140 270 △　　3 △　　3 △　　5 △　　8

坪　　　　山 45 105 114 219 46 112 111 223 △　　1 △　　7 3 △　　4

霜　　　　条 43 89 89 178 42 87 81 168 1 2 8 10

鶴　　　　吉 10 24 22 46 11 27 28 55 △　　1 △　　3 △　　6 △　　9

小　　　　計 983 1，914 1，968 3，882 982 1，964 2，038 4，002 1 △　50 △　70 △120
上　　　　野 184 362 354 716 181 354 371 725 3 8 △　17 △　　9

元　　　　町 56 128 119 247 59 133 136 269 △　　3 △　　5 △　17 △　22

新町新田 73 149 151 300 72 152 161 313 1 △　　3 △　10 △　13

下平新田 50 97 86 183 53 106 87 193 △　　3 △　　9 △　　1 △　10

三　　　　領 29 56 56 112 29 65 58 123 0 △　　9 △　　2 △　11

小　根　岸 16 33 39 72 18 39 37 76 △　　2 △　　6 2 △　　4

なかまの家 1 34 26 60 1 16 14 30 0 18 12 30

小　　　　計 409 859 831 1，690 413 865 864 1，729 △　　4 △　　6 △　33 △　39

木　　　　落 94 214 198 412 90 190 203 393 4 24 △　　5 19

寺　ケ　崎 10 18 20 38 13 25 23 48 △　　3 △　　7 △　　3 △　10

塩　　　　辛 18 44 45 89 19 40 46 86 △　　1 4 △　　1 3
仁　　　　田 142 271 296 567 146 279 304 583 △　　4 △　　8 △　　8 △　16

野　　　　口 117 243 253 496 115 241 259 500 2 2 △　　6 △　　4

四　十　歩 2 4 3 7 2 4 4 8 0 0 △　　1 △　　1

原　　　　田 27 63 67 130 31 74 71 145 △　　4 △　11 △　　4 △　15

根　　　　深 20 40 46 86 21 45 51 96 △　　1 △　　5 △　　5 △　10

下　　　　原 19 35 41 76 19 40 52 92 0 △　　5 △　11 △　16

小　　　　計 449 932 969 1，901 456 938 1，013 1，951 △　　7 △　　6 △44 △　50

中　仙　田 112 200 202 402 114 219 230 449 △　　2 △　19 △　28 △　47

室　　　　島 58 112 105 217 61 114 120 234 △　　3 △　　2 △　15 △　17

小　　　　脇 16 24 27 51 22 38 37 75 △　　6 △　14 △　10 △　24

高　　　　倉 17 26 25 51 30 54 41 95 △　13 △　28 △　16 △　44

藤　　　　沢 0 0 0 0 1 3 2 5 △　　1 △　　3 △　　2 △　　5

　　一田　　　　斥 21 30 28 58 25 38 45 83 △　　4 △　　8 △　17 △　25

越　ケ　沢 0 0 0 0 1 1 3 4 △　　1 △　　1 △　　3 △　　4

赤　　　　谷 53 113 109 222 55 109 126 235 △　　2 4 △　17 △　13

岩　　　瀬 51 97 97 194 55 105 105 210 △　　4 △　　8 △　　8 △　16

大　　　　倉 6 7 7 14 9 14 13 27 △　　3 △　　7 △　　6 △　13

大　白　倉 26 36 39 75 34 50 55 105 △　　8 △　14 △　16 △　30

小　白　倉 45 77 78 155 57 108 111 219 △　12 △　31 △　33 △　64

、小　　　　計 405 722 717 1，439 464 853 888 1，741 △　59 △131 △171 △302
合　　　　計 2，246 4，427 4，485 8，912 2，315 4，620 4，803 9，423 △　69 △193 △318△511

（注）後旧総務庁統計局で公表する数字と異なる場合があります。
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卜事業フライ●夢先
生
方
に
よ
る
、
絵
画
選
考

の
も
よ
う

　
九
月
一
日
か
ら
四
日
間
、
ふ
る
さ

と
創
生
事
業
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ

れ
た
「
夢
・
フ
ラ
イ
ト
事
業
」
の
絵
画

．
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
六
四
三
人

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
十
月
十
七
日
、
町
教
育
振
興
会
、

各
学
校
の
教
頭
、
町
関
係
者
ら
が
審

査
し
、
次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
作
品
は
、
十
一
月
十
日
、
十
一
日
、

総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
町
民
文
化
祭
か

わ
に
し
9
0
」
で
展
示
さ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
紙
十
二

月
号
か
ら
順
次
作
品
を
紹
介
す
る
予

定
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

絵
画
・
奨
励
賞

　　　川　仙橘　　　　　上　　　　千
　　　西田小　　野　　手〃〃〃中〃小学〃〃〃〃〃小〃〃〃〃小
　　　学　学校　　　　　学　　　　学　　　ネ交　　　ネ交　　　　　　　　　　　　　　　　†交　　　　　　　　　　　才交

一一一一三一五二二二二二二五三三一一
年年年年年年年年年年年年年年年年年年

高北水小小増戸金高押渡中清高藤木北柄
橋野品川林田田子橋木貫島水橋田村村沢
　め　　　　　美
幹ぐ学真美啓保歩和拓正妙　伸啓友塁洋
夫み美紀喜介子美則巳嗣子拓一吾士澄輔

絵
画
・
ア
イ
デ
ィ
ア
賞

千
手
小
学
校
二
年
一
組
学
級
作
品

　
　
〃〃〃〃

三
年
グ
ル
ー
プ
作
品

　
　
　
丸
山
英
明

　
　
　
高
橋
史
子

　
　
　
保
坂
奈
穂
美

　
　
　
西
野
　
健

四
年
グ
ル
ー
プ
作
品

　
　
　
小
野
塚
梨
恵

　
　
　
平
野
千
秋

　
　
　
野
上
真
理
子

　
　
　
星
名
陽
子

六
年
グ
ル
ー
プ
作
品

　
　
　
村
山
正
浩

　
　
　
蔵
品
和
臣

六
年
グ
ル
ー
プ
作
品

　
　
　
久
保
田
和
美

　
　
　
高
橋
ル
ミ
子

　
　
　
丸
山
由
加
里

仙
田
小
学
校
六
年
登
坂

　
　
〃
　
六
年
金
子

川
西
中
学
校
二
年
　
桐
生

作
文
・
奨
励
賞

千
手
小
学
校
四
年

　
　
〃

　
　
〃

橘
小
学
校

　
　
〃

千博郁
恵美菜

四三六五二六六六四四
年年年年年年年年年年

戸池田今小関鴫門保窪
田竹村井川口原脇坂田
　　裕
和祐美尚千厚　真優明
樹子子徳春美愛琴海香

橘
小
学
校
五
年

　
　
〃
　
　
五
年

仙
田
小
学
校
一
年

〃〃〃〃〃

五三二二一
年年年年年

羽
鳥
奈
穂
子

水
落
沙
緒
理

高
橋
咲
子

金
子
実
寛

小
林
加
代
子

高
橋
宏
美

丸
山
良
亮

長
谷
川
正
和

　　　　川　　自仙
　　　　西　　倉田
〃〃〃〃中〃〃小小
　　　　学　　学学
　　　　校　　校校
一一一一一六四三六
年年年年年年年年年

小
林
健
一

片
桐
八
千
代

中
村
光
宏

佐
野
干
恵
望

戸
田
直
樹

目
黒
貴
美
恵

平
沢
孝
志

櫃
間
　
　
悠

春
日
麻
由
美

平
成
三
年
度

幼
稚
園
児

保
育
園
児

入
園
申
請
受
付

”
月
1
3
日
～
2
6
日

趨

申
請
書
に
添
え
る
書
類
（
用
紙
は
、

幼
稚
園
、
各
保
育
園
、
役
場
福
祉

係
に
あ
り
ま
す
）

・
勤
め
て
い
る
人
の
家
庭
は
、
事

　
業
主
発
行
の
勤
務
証
明
書

・
内
職
を
し
て
い
る
家
庭
は
、
事

　
業
主
発
行
の
内
職
証
明
書

・
自
営
業
や
農
業
に
従
事
し
て
い

　
る
家
庭
は
、
自
営
業
・
農
業
従

　
事
確
認
申
請
書

・
病
人
の
い
る
家
庭
は
、
医
師
の

　
診
断
書

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
項

・
心
身
の
障
害
な
ど
で
団
体
生
活

が
で
き
な
い
児
童
は
、
入
園
で

　
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
家
庭
内
に
入
園
希
望
児
が
二
人

以
上
い
る
と
き
は
、
各
児
童
ご

所場出提書請申と・
貝人集募

と
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
庭
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

申
請
書
は
、
直
接
、
家
族
の
方

が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
現
在
、
入
園
中
で
引
き
続
き
入

園
を
希
望
す
る
児
童
も
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

幼稚園

保育園
募集

人員 入園区域
申請書の
配布・提出
場　　　所

幼稚園
五
歳
児

人
6
0

全町（ただし
年間通園可能
児童）

役場窓ロ

幼稚園
千　手

就
学
前
児
童

80
千　　　手

役場窓ロ

各保育所

南　原 45
一
上
　
野 70 上　　　野

橘 90 橘

仙　田 45 仙　　　田

問
い
合
わ
せ
先

　
保
育
園
は
、
役
場
福
祉
係

　
幼
稚
園
は
、
教
育
委
員
会
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十
月
七
日
、
川
西
　
を
体
育
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
ま
し
　
ダ
ル
が
、
努
力
者
三
人
・
二
団
体
に

中
体
育
館
で
、
第
十
　
た
。
清
水
さ
ん
は
、
町
体
育
協
会
の
　
表
彰
状
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一
回
町
体
育
協
会
体
　
組
織
づ
く
り
に
尽
く
さ
れ
、
今
日
の
　
　
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

育
功
労
者
、
優
秀
競
　
野
球
協
会
の
基
礎
を
築
き
、
会
長
当
　
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

技
者
な
ど
の
表
彰
が
　
時
に
優
勝
旗
を
自
ら
寄
贈
さ
れ
た
こ

行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
◎
体
育
功
労
者

　
こ
と
し
は
、
清
水
　
　
ま
た
、
四
人
の
方
々
に
感
謝
状
が
、

京
平
さ
ん
（
上
野
）
　
優
秀
競
技
者
十
一
人
に
表
彰
状
と
メ
　
　
野
球
　
清
水
京
平
（
80
上
町
）

鐵
聯
，
繍
輕
蹴
　
銭
…
◎
優
秀
競
技
者

難
翻
職
灘
・
．
．
藝
蕪
睡
　
難
㎜
、
　
卓
球
渡
辺
沼
郎
（
昂
屋
敷
）

羅
鐵
鰻
欝
、
覇
　
毒
ー
．
麟
叢
・
〃
村
山
繁
正
（
鐸
・
）

灘
難
灘
嚢
繊
樋
．
膨
難
．
細
錨
礪
帽
醗

　
　
　
　
　
　
　
　
蕪
継
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
木
村
ま
こ
と
（
1
5
新
町
新
田
）

嚢
躍
、
灘
畿
．
蕪
、
嚢
馨
　

．
．
　
集
　
　
　
　
〃
　
相
崎
伸
幸
（
1
4
水
口
沢
）

灘
擁
、
鱗
囎
騒
盟
ー
　
　
、
■
〃
上
村
量
尚
（
u
山
野
田
）

　
　
　
　
　
　
　
．
捲
黙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
村
越
ル
、
、
、
（
1
4
野
口
）

撰
　
　
撒
・
鵬
難
灘
．
灘
－
咄
，
空
手
仲
嶋
泉
（
望
野
）

驚　
　
　
　
　
　
壽
馨
　
．
難
灘
鶏
　
牒
　
　
　
　
．
　
　
〃
　
丸
山
正
洋
（
1
8
原
田
）
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蕪
　
　
．
　
』
　
『
、
　
　
、
、
、
．
◎
努
力
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
ロ

縦
　
　
鰹
朋
覇
闘
．
．
ホ
ッ
ケ
太
田
公
仁
（
舞
田
）

懸
　
　
　
v
，
・
　
・
ー
．
　
陸
上
清
水
貴
宏
（
婁
口
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
小
海
　
裕
（
1
7
木
島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
西
中
学
野
球
部

　
体
育
功
労
者
ら
、
十
九
人
・
二
団
体
を
表
彰
　
　
　
　
　
　
川
西
高
校
野
球
部

第腫回

町民マラソン大会

大会結果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
橘
〃
〃
〃
毒
再
歯
薄

㎞
子
（
（
（
（
（
（
子
（
（
（
（
（
（

5
男
士
生
峻
史
太
也
女
代
子
子
子
子
紀

q
年
健
弘
保
正
健
和
年
佳
孝
冴
祐
里
美

　
学
　
　
　
　
　
学
　
　
　
万
塚

蒸
山
原
久
家
桐
橋
低
沢
水
上
山
田
野

一
生
丸
藤
大
山
片
一
口
同
生
野
清
井
村
戸
小

コ
摩
①
②
③
④
⑤
⑥
学
①
②
③
④
⑤
⑥

A
4
　
　
　
　
　
　
　
4

〔

〔Bコース〕　（2．5km）

小学生高学年男子
　①沢潟誠也（千手）
　②村山正浩（〃）
　③星名康宏（〃）
　④柄沢孝洋（〃）
　⑤高橋伸一（〃）
　⑥井上吉典（〃）
小学生高学年女子
　①中村早苗（千手）
　②佐藤有子（〃）
　③小林純子（〃）
　④柳　　香織（〃）
　⑤柄沢英理子（〃）
　⑥久保田和美（〃）
一般男子

　①山口　清

〔Cコース〕　（3．5km）

中学生女子
　①藤田希美子

子
弓
枝
奈
美
　
人
之

祐
真
三
美
祐
　
雅
嘉

橋
名
沢
塚
水
女
田
矢

高
星
野
大
清
男
武
丈

②
③
④
⑤
⑥
般
①
②

　
　
　
　
　
］

〔Dコース〕　（6．8km）

中学生男子

　①渡貫克典
　②高橋和巳
　③小海　基
　④風間裕孝
　⑤高橋和久
　⑥清水　孝
一般男子

　①小7毎　　　ネ谷

　②小林正樹
　③桐生信秀

癬



あ
る
青
年
ム
、
呑
の
記
録
⑨

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

明
治
天
皇
の
御
一
年
祭

　
大
正
二
年
（
一
九
二
二
）
七
月
拾

七
日
、
三
ケ
部
落
ノ
重
立
、
軍
人
、

青
年
、
婦
人
の
合
同
会
議
開
催
ニ
ツ

キ
、
午
前
八
時
臼
倉
校
二
赴
ク
。

　
石
渡
校
長
ロ
ヲ
開
キ
、
　
「
本
月
三

十
日
ハ
明
治
天
皇
様
御
年
祭
ノ
当
日

ナ
リ
、
最
早
期
日
モ
切
迫
ナ
シ
、
何

レ
挙
行
ノ
事
ニ
ア
レ
バ
其
準
備
ト
シ

テ
御
相
談
申
度
キ
儀
ナ
リ
、
其
方
法

ハ
如
何
二
」
ト
原
案
ヲ
提
示
サ
ル
。

　
某
氏
日
ク
、
　
「
昨
年
ノ
遥
拝
式
二

準
ジ
テ
挙
行
サ
レ
テ
ハ
」
ト
伝
フ
説

二
、
一
同
異
議
ナ
ク
賛
成
ス
。

　
七
月
升
日
、
三
ケ
字
区
民
自
倉
校

二
集
合
シ
、
恐
憧
謹
ミ
テ
明
治
天
皇

様
御
一
年
祭
ノ
式
ヲ
挙
行
ス
。
校
長

ノ
勅
語
奉
読
、
各
団
体
代
表
ノ
玉
串

奉
呈
ア
リ
テ
午
前
拾
一
時
散
場
。

　
婦
人
ム
署
と
交
流

　
日
露
戦
争
の
前
後
か
ら
、
各
集
落

に
婦
人
会
が
組
織
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
団
体
は
、
会
員
の
親
睦
と
地
域
の

進
展
を
目
標
に
社
会
活
動
を
展
開
す

る
が
、
「
男
女
七
歳
で
同
席
せ
ず
」

の
時
代
は
青
年
会
と
の
交
流
が
タ
ブ

ー
視
さ
れ
る
。
明
治
が
終
わ
る
と
、

当
局
の
指
導
も
あ
っ
て
双
方
が
手
を

つ
な
ぐ
時
世
に
な
り
、
小
白
倉
の

青
年
た
ち
も
た
め
ら
い
、
緊
張
す
る
。

　
七
月
升
一
日
青
年
倶
楽
部
二
於
テ

婦
入
会
ト
交
際
ス
ル
ノ
重
要
ナ
問
題

ヲ
協
議
シ
、
左
ノ
如
ク
決
議
ス
。

　
婦
人
会
ト
ノ
交
流
ヲ
図
ル
為
、
従

来
ノ
非
青
年
的
主
議
ヲ
打
破
シ
テ
、

本
会
二
婦
人
接
渉
委
員
長
ヲ
置
ク
。

　
婦
人
接
渉
委
員
長
ハ
、
婦
人
二
係

ル
問
題
ヲ
総
理
ス
。
但
シ
自
分
一
人

ニ
テ
謀
ラ
ヒ
兼
シ
時
ハ
会
長
二
謀
リ
、

幹
部
、
有
力
者
立
会
ヒ
決
ス
ベ
シ
。

　
会
長
ノ
許
可
ヲ
得
ズ
、
婦
人
ノ
集

会
二
臨
席
シ
タ
ル
者
ハ
加
罰
ス
。

　
婦
人
二
礼
ヲ
失
ヒ
テ
本
会
ノ
体
面

ヲ
汚
シ
タ
ル
者
ハ
、
永
久
脱
会
及
ビ

一
時
脱
会
二
処
ス
。
脱
会
者
ト
交
際

シ
タ
ル
者
ア
ラ
バ
同
罪
ト
ス
。

　
反
目
し
合
う
村
々

　
明
治
、
大
正
期
ま
で
は
、
隣
村
同

志
の
百
姓
衆
が
反
目
し
て
衝
突
す
る

例
が
少
な
く
な
い
。
中
仙
田
は
東
と

西
で
反
り
が
合
わ
ず
、
そ
れ
を
青
年

た
ち
が
代
弁
す
る
形
で
、
渋
海
川
を

挟
ん
で
言
い
た
い
放
題
に
怒
鳴
り
合

》
フ
。

　
赤
谷
と
岩
瀬
の
子
供
た
ち
は
、
旧

正
月
の
十
五
日
に
け
ん
か
を
す
る
。

赤
谷
の
子
供
が
山
の
上
で
、
　
「
岩
瀬

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
そ

異
な
ど
こ
犬
の
糞
」
と
怒
鳴
る
。
岩

　
　
　
　
　
　
　
あ
が
っ
た
ん

瀬
の
子
供
は
、
　
「
赤
谷
、
赤
い
火
事

ボ
ー
ボ
ー
」
と
反
撃
し
な
が
ら
山
頂

を
め
ざ
す
。
石
や
雪
つ
ぶ
て
を
投
げ

合
い
、
ケ
ガ
人
も
出
る
騒
ぎ
を
明
治

の
中
期
ま
で
繰
り
返
し
、
大
正
期
に
、

と
き
の
赤
岩
校
長
が
和
解
さ
せ
る
ま

で
嫌
な
小
ぜ
り
合
い
が
続
く
。

　
川
西
郷
の
随
所
で
、
激
し
い
水
論

争
が
お
こ
っ
て
い
る
。
刈
干
山
の
所

有
を
め
ぐ
っ
て
、
元
禄
二
年
（
一
六

八
九
）
に
お
き
た
沖
立
と
稲
葉
の
論

争
は
、
二
六
七
年
も
交
際
断
絶
が
続

い
て
昭
和
三
十
一
年
に
和
解
す
る
。

上
野
と
鶴
吉
に
も
山
論
争
が
お
こ
る
。

　
大
・
小
白
倉
の
争
い

　
小
白
倉
と
大
白
倉
で
も
、
若
い
衆

が
主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
対
立

し
た
時
期
が
あ
り
、
そ
の
経
緯
が
下

組
青
年
会
の
記
事
に
見
え
る
。

　
八
月
拾
五
日
、
下
組
青
年
会
ノ
夏

期
講
習
二
、
大
白
倉
ヨ
リ
一
名
モ
出

席
ナ
キ
為
、
之
ヲ
処
理
ス
ル
事
ヲ
謀

ル
。
此
問
題
ヲ
多
人
数
デ
協
議
ス
レ

バ
、
却
ッ
テ
騒
音
二
走
リ
テ
功
ナ
キ

恐
レ
ア
リ
、
故
二
、
委
員
七
名
ヲ
挙

ゲ
テ
其
対
応
ヲ
慎
重
二
審
議
ス
ル
。

　
八
月
拾
六
日
、
午
前
八
時
ヲ
以
テ

白
倉
校
二
集
合
シ
、
大
白
倉
青
年
ノ

来
校
ヲ
待
ッ
モ
来
ラ
ズ
、
悪
口
雑
言

二
走
ル
。
一
時
間
過
ギ
シ
カ
ド
モ
来

大
白
倉
の
青
年
た
ち
が
集
結
し
た

　
　
　
十
二
社
（
8
・
3
0
）

校
ナ
キ
為
、
使
者
一
名
ヲ
大
白
倉
二

走
ラ
セ
シ
ガ
、
其
者
帰
校
シ
テ
日
ク

「
本
日
、
若
イ
衆
ハ
上
野
村
新
町
ノ

青
年
角
力
場
へ
見
物
二
行
キ
、
村
ニ

ハ
一
人
モ
居
ラ
ズ
」
ト
ノ
事
。

　
「
大
自
倉
青
年
ノ
如
キ
愚
図
は
、

我
等
ノ
如
キ
賢
才
ナ
ル
者
ト
連
合
ス

レ
バ
却
テ
汚
顔
ノ
弊
ア
ル
故
」
等
ト

語
リ
。
又
々
憎
シ
ミ
ナ
ガ
ラ
退
校
ス
。

　
村
境
で
風
雲
急
に

　
拾
六
日
夜
拾
時
頃
、
全
会
員
ガ
神

社
二
集
合
シ
、
大
白
倉
青
年
ヲ
呼
ビ

シ
モ
来
ラ
ズ
。
不
本
意
乍
ラ
村
境
迄

行
キ
、
大
白
倉
神
社
二
集
合
シ
居
ル

青
年
二
村
境
迄
来
ル
様
二
使
者
ヲ
飛

バ
シ
、
両
村
青
年
此
処
二
相
対
ス
。

　
小
白
倉
青
年
ノ
代
表
徐
々
二
ロ
ヲ

開
キ
、
　
「
共
同
心
二
乏
シ
ク
、
且
非

人
道
的
ナ
手
段
ヲ
用
ユ
ル
大
白
倉
青

年
ノ
弊
風
ヲ
矯
正
シ
、
下
組
青
年
会

員
ト
シ
テ
行
動
ス
ル
事
」
ヲ
促
ス
。

　
大
自
倉
青
年
片
桐
順
蔵
代
表
ノ
答

弁
ハ
、
　
「
下
組
連
合
青
年
会
ナ
ル
モ

ノ
、
何
時
組
織
サ
レ
タ
ル
ヤ
ヲ
知
ラ

ズ
。
出
席
セ
ズ
ト
モ
何
等
差
支
ナ
シ

ト
存
ズ
ル
所
、
今
般
云
ヒ
掛
リ
ヲ
受

ケ
シ
ハ
実
二
存
外
ナ
リ
」
ト
云
フ
。

　
小
白
倉
青
年
再
ビ
答
ヒ
テ
日
ク
、

　
「
成
程
、
連
合
会
ナ
ル
モ
ノ
、
会

則
ナ
キ
上
ハ
組
織
ナ
シ
ト
語
ル
ヲ
尤

モ
ト
ス
ル
可
キ
ヤ
モ
知
レ
ズ
。
然
乍

ラ
、
従
来
大
小
白
倉
大
貝
ノ
三
ケ
村

ガ
万
事
共
同
ニ
テ
来
シ
事
ハ
明
白
ナ

リ
、
故
二
下
組
青
年
ガ
連
合
シ
、
親

密
ヲ
得
テ
事
二
当
ル
ベ
キ
云
々
」

　
有
志
ほ
ん
走
で
和
解

　
此
晩
時
刻
ハ
早
拾
二
時
ヲ
過
グ
。

小
白
倉
会
長
江
口
郵
治
君
日
ク
、
「
今

夜
ハ
最
早
時
刻
モ
切
迫
シ
タ
ル
故
、

衛
生
上
モ
害
ナ
シ
ト
セ
ズ
、
依
テ
本

件
ハ
多
数
ニ
テ
ハ
却
テ
其
要
ヲ
得
ズ
、

故
二
双
方
ヨ
リ
委
員
ヲ
挙
ゲ
テ
審
議

解
決
シ
テ
ハ
如
何
」
ト
謀
リ
シ
ニ
、

大
白
倉
ヨ
リ
モ
反
省
ノ
弁
ア
リ
テ
委

員
二
附
記
ス
ル
事
ヲ
可
決
ス
。

　
翌
十
七
日
、
大
白
倉
か
ら
異
議
が

出
て
、
せ
っ
か
く
の
決
議
が
白
紙
撤
回

さ
れ
る
。
以
後
は
、
一
触
即
発
の
不

穏
な
事
態
が
数
日
も
続
く
が
、
会
の

有
志
や
村
重
立
の
ほ
ん
走
で
和
解
し
、

八
月
二
十
五
日
、
白
倉
校
で
円
満
に

手
打
ち
が
行
わ
れ
る
。

⑧



　
　
J

f
σ

で
楽
し
む

　
十
月
二
十
一
日
、
「
な
か
ま
の
家
」

で
、
収
穫
文
化
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
お
よ
そ
六
〇
〇
人
が
集
ま

り
、
本
格
的
な
和
紙
の
紙
す
き
体
験

教
室
や
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
も
の
コ

ー
ナ
ー
で
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
入
所
者
に
よ
る

の
ど
自
慢
大
会
や
福
引
き
ク
イ
ズ
大

会
な
ど
が
行
わ
れ
、
十
日
町
市
・
塩

沢
町
の
愛
好
者
に
よ
る
、
尺
八
・
三

味
線
演
奏
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　
保
護
者
が
中
心
と
な
っ
た
模
擬
店

や
、
即
売
会
も
好
評
で
し
た
。

保
護
者
に
よ
る
踊
り

⑧

　
十
月
十
日
、
町
商
工
会
仙
田
支
部

（
小
林
義
幸
支
部
長
）
主
催
に
よ
る

渋
海
川
魚
釣
り
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
室
島
の
深
瀬
橋
下
流
か
ら
、
岩

瀬
橋
下
ま
で
の
区
間
で
、
お
よ
そ
六

十
人
の
太
公
望
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
今
回
で
十
七
回
を

数
え
、
地
域
の
人
た
ち
は
も
と
よ
り
、

町
内
・
外
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、

釣
り
の
腕
前
を
競
う
大
会
の
一
つ
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
顔
な
じ
み
の
人
も
多
く
、

終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
競
技
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
釣
り
上
げ
ら
れ

た
魚
が
競
技
本
部
に
届
く
と
、
参
加

者
が
集
ま
り
、
獲
物
の
品
定
め
に
一

喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
主
催
者
の
用
意
し
た
昼
食

や
コ
イ
コ
ク
を
食
べ
な
が
ら
、
お
互

い
の
奮
闘
ぶ
り
を
話
し
合
っ
て
い
ま

し
た
。

　
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

重
さ
を
見
る
目
も
真
剣
に

（
敬
称
略
）

大
漁
の
部

優
　
勝
　
宮
沢
喜
代
治
（
＋
日
町
市
）

　
　
　
　
二
二
ニ
キ
ロ

準
優
勝
　
小
林
　
健
治
（
中
仙
田
）

努
力
賞
　
庭
野
　
一
夫
（
赤
　
谷
）

大
物
の
部

優
勝
小
林
貞
信
（
中
仙
田
）

　
　
　
　
コ
イ
六
八
○
グ
ラ
ム

準
優
勝
　
渡
辺
豊
国
（
＋
日
町
市
）

努
力
賞
　
樋
口
　
　
徹
（
中
仙
田
）

特
魚
の
部

優
勝
富
井
正
雄
（
上
野
）

　
　
　
　
ナ
マ
ズ
六
〇
〇
グ
ラ
ム

準
優
勝
　
羽
鳥
　
　
昇
（
伊
友
）

〈
成
人
の
学
習
を
考
え
る
V

　
技
術
革
新
が
急
速
に
進
み
、
社
会

や
経
済
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
る
今
日
で
は
、
学
校
で
修
得
し
た

知
識
や
技
術
だ
け
で
は
間
に
合
わ
ず
、

絶
え
ず
学
習
を
続
け
る
必
要
に
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。
世
は
ま
さ
に
生
涯
学

習
の
時
代
な
の
で
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
ワ
ー
プ
ロ
を
導
入
し

た
企
業
で
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

社
員
に
操
作
や
活
用
法
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
研
修
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
場
合
は

長
期
雇
用
が
一
般
的
で
す
か
ら
、
特

に
教
育
訓
練
に
は
熱
心
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
成
人
は
、
仕
事

に
か
か
わ
る
学
習
だ
け
で
な
く
、
自

ら
の
成
長
の
た
め
に
も
生
涯
学
習
の

観
点
に
立
っ
た
学
習
を
心
が
け
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
平

均
寿
命
が
延
び
た
こ
と
に
よ
っ
て
退

職
後
の
人
生
が
長
く
な
り
、
老
後
の

生
活
設
計
の
た
め
に
も
若
い
こ
ろ
か

ら
の
学
習
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
か

ら
で
す
。
コ
人
の
人
間
」
と
し
て
の

知
識
や
資
質
を
備
え
る
…
…
そ
の
た

め
に
は
、
仕
事
か
ら
離
れ
た
分
野
に

も
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
め
ぐ
ら
す

生
涯
学
習
の
実
践
が
重
要
な
の
で
す
。

　
成
人
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
で

き
る
機
会
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

都
道
府
県
や
市
町
村
が
開
設
す
る
学

級
や
講
座
、
大
学
や
高
校
の
公
開
講

座
、
社
会
通
信
教
育
、
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま

た
、
本
を
読
ん
だ
り
、
放
送
番
組
を

視
聴
し
た
り
す
る
こ
と
も
個
人
学
習

で
す
。
要
は
、
自
分
が
学
習
し
た
い

と
思
う
内
容
や
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
自

分
に
合
っ
た
学
習
方
法
で
、
豊
か
な

学
習
環
境
を
上
手
に
利
用
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
さ
あ
、
気
持
ち
に
ゅ
と
り
を
も
っ

て
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

生
涯
を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

ビデオ撮影教室（7，5）
麟



皇
図
圖
團

圃
国
回
▽

県
立
図
書
館
の
図
書
の
返
還
に
つ

い
て
お
願
い

　
県
立
図
書
館
か
ら
、
町
の
公
民
館

図
書
室
に
、
ま
と
め
て
長
期
間
借
り

受
け
て
い
た
図
書
の
返
還
が
追
っ
て

き
ま
し
た
。

今
後
次
の
よ
う
に
取
り
扱
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
返
還
期
間
　
十
一
月
三
十
日
ま

　
で
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
返
し
方
　
図
書
室
、
県
立
図
書

館
と
表
示
の
あ
る
書
棚
に
返
す
。

三
、
貸
し
出
し
　
十
一
月
一
日
か
ら

県
立
図
書
館
の
図
書
の
貸
し
出
し

は
中
止
し
ま
す
。

　
　吠

果

　
↓
結

　
ボ

　
　
一

　
レ

　
ズ

　
　
ノ

回
ユ

　
、
ン

ー6　
　
ツ

第
レ

　
　
フ

合
、
が

総
で
会

、
館
表

日
育
ル

5
体
一

2
校
ボ

、
学
購

田
中
糖

の

の畿おηです。

C　β
　　叢

〈
新
刊
書
の
紹
介
V

○
小
児
病
棟
の
子
供
た
ち
向
井
承
子

○
お
母
さ
ん
の
仕
事
、
お
父
さ
ん
の

仕
事

○
妻
有
郷
の
歴
史
散
歩

○
銀
色
の
あ
し
あ
と

○
風
の
旅

○
愛
、
深
き
淵
よ
り

○
鈴
の
鳴
る
道

○
き
の
ね
　
上
．
下

○
夜
の
終
り

○
本
を
読
む
女

向
井
承
子

佐
野
良
士
・

星
野
富
弘

　
〃〃〃

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
尾
登
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
方
謙
＝
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
真
理
子

○
川
の
流
れ
の
よ
う
に
美
空
ひ
ば
り

○
花
の
嵐
　
上
．
下

○
美
智
子
妃

○
淑
女
失
格

○
落
第
坊
主
の
履
歴
書

○
う
た
か
た
上
・
下

○
飾
り
火

4
西
バ
た
次
S
菱
田
倉

2
州
簗
し
、
S
　
鶯
臼

月
と
シ
ま
ぽ

0
館
ツ
れ
果
位
位
位
静

雲
鯖
　
　
糖
か
結
ー
2
諺

　
　
フ
開

清
水
一
行

河
原
敏
明

佐
藤
愛
子

遠
藤
周
作

渡
辺
淳
一

上
・
下
連
城
三
紀
彦

チームの期待を受けて、決まるかスパイク　ノ7　　”り’一ψ’づ一づ　　　　一H｝　一
　　　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝器＝器＝＝＝＝＝＝＝＝＝3＝333＝＝33器器3呂＝呂＝3＝3器＝＝33＝＝＝＝333＝＝

6年小林健一君
1年金子実寛君南雲洋平君5年

〈
仙
田
小
学
校
￥
ー
1小林達也君4年

2年小林加代子さん丸山良亮君3年

（12月号は白倉小学校です）

⑭



高円寺で
姜
目

つ
き
た
て
の
お
モ
チ
は
最
高
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
一
般
寄
付

㈱
丸
山
工
務
所
（
十
日
町
市
）
百
万
円

内
山
　
寿
孝
（
所
沢
市
）
　
十
万
円

東
北
電
力
㈱

　
十
日
町
営
業
所
　
街
路
灯
二
灯

　
広
報
発
行
に

岡
村
ふ
じ
江
（
沼
田
市
）

土
肥
正
栄
（
墨
田
区
）

三
千
円

九
千
円

停電のお知らせ
？

量11月16日㈹

1中闘の一部肇
、午後1時一3時3・分メ
　』㌔幽曝嚇撫麟騰騨終糊脇晦測麟蛭

　
十
鍛
艇
鷺
薪
鱒
．
蘂
轟
暴
漏
繭
∞
“
醐
寺
驚
難
購
皿

蘭
董
套
議
隼
部
ぽ
．
轟
雑
あ
繍
広
場

慈
闇
懸
蒙
難
羅
。
灘
の
纏
鱗
は
．
奮

園
灘
遜
闘
劇
國
照
蓬
灘
馨
纏
罎
諜
㎜
驚
．

　
覇
羅
驚
．
蕪
繋
灘
採
頓
緯
行
《
莚

｝
霧
誕
辮
鑑
講
購
載
驚
翻
め
驚
購
羅
雛
ー
隆
謹

欝
類
羅
鍍
雌
、
羅
欝
灘
の
代
難
樗
証

鎌
籔
鰹
灘
誘
“
難
㎜
講
鍛
鯉
漆
心
選
織
愚
お
“
雑
巻

灘
蕉
鎌
蓬
捕
㎜
蒙
翻
澱
鰭
膿
き
灘
麟
。
　
顯
謹
心
羅

趨
蒙
瀟
暴
櫛
灘
鑓
麹
懸
蓬
醗
凝
雛
懸
蟻
：
・
。

癒
難
嶽
露
締
鍵
惣
採
鵜
皿
鎌
携
　
謹
の
爆
撚
製

轟
縢
臓
甥
ぽ
鎗
讃
辮
叢
移
蓬
、

　
慧
⑱
ぶ
灘
騰
お
隙
…
贋
楊
際
鱒
、
曜
の
騰
糠

産
晶
撚
漬
醗
物
．
饗
購
．
灘
灘
の
鋒

艦
濠
灘
蝋
．
懸
雛
礎
㎜
欝
購
薮
縦
響
難
讃
る
薮

灘
心
懸
縫
薦
欝
種
篠
磯
繋
熱
謹
癒
購
鍛
謹

灘
雛
濯
蝦
搬
羅
簸
㎜
懇
繍
瀾
顯
羅
麹
篇
鯵
灘
第
鍛
謹

絵
繋
慈
の
灘
、
馳
灘
出
籍
養
髪
数
難

難
数
．
延
灘
辮
撫
ぽ
凝
の
轟
鐡
参
翻

獲
謙
鯵
蓬
。

　
欝
蕪
部
羅
欝
労
態
懸
採
櫛
灘
籍
鑓

滋
蓬
灘
簾
懸
羅
驚
鍵
灘
灘
灘
地
瀬
の
㎜
試

歓
．
蓬
壌
総
鞍
嚢
灘
㊨
薦
漆
爆
燧
鱒

撚
溝
心
∞
難
雛
癬
縫
灘
繍
惣
盤
藤
雛
羅
難
蕪
難

鍵
、
馨
難
感
⑳
叢
聴
菓
禦
鐙
．
籔
奮

　
馨
篇
麟
灘
礫
購
鐙
羅
㎜
鰹
濃
繋
㎜
楼
鞘
　
懸
懸
欝

簿
鞍
雛
鐙
嬢
懸
鞭
癩
糠
鰯
憲
議
馨
蓬
．

　
㎜
鑓
購
灘
繍
翻
闘
剛
灘
蹴
磯
謙
∞
∞
叢
繊
の
灘
　
∞
灘
輸
懸
獣

p
翻
譲
　
叢
霧
　
難
講
㎜
趨
蓬
躍
懸
誕
蓬
溝
親

騰
脳
灘
雛
楼
叢
簾
蓬
懸
灘
麟
薦
雛
鵜
．
醐
“
『
懸
灘
心
総

灘
鐵
鱗
欝
“
臓
蝋
　
灘
の
潔
灘
饗
瀬
撚
滋
場
難

難
懸
鐵
耀
隷
懲
騰
艦
謙
憶
蓼
鱗
灘
鰹
皿
．

年
金
受
給
間
近
な
み
な
さ
ま
へ

年
金
受
給
準
備
を
お
忘
れ
な
く

　
満
六
十
歳
に
な
る
と
、
国
民
年
金

被
保
険
者
の
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

長
い
間
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
度
は
、
年
金
を
受
け
る
資
格
が

得
ら
れ
ま
す
。
楽
し
み
で
も
あ
り
、

ま
た
心
配
の
点
も
多
く
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
年
金
の
受
け
取
り
は
、
普
通
は
社

会
保
険
庁
あ
て
に
裁
定
請
求
書
を
提

出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
年
金
を
受
け

る
権
利
が
発
生
し
、
翌
月
か
ら
年
金

の
支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
年
金
受
給
の
た
め
の
準

備
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

◎
国
民
年
金
だ
け
に
加
入
さ
れ
て
い

た
方
（
役
場
で
裁
定
請
求
手
続
き
が

で
き
ま
す
）

　
準
備
す
る
も
の
は
、
あ
な
た
の
年

金
手
帳
。
あ
な
た
の
配
偶
者
が
す
で

に
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
年
金
証
書
。

　
自
分
名
義
の
預
金
口
座
の
番
号
と

印
鑑
な
ど
を
お
持
ち
の
う
え
、
年
金

を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の
誕
生
日
に

な
っ
た
ら
、
遅
れ
ず
に
窓
口
で
相
談

（
手
続
き
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
、
い

く
つ
か
の
年
金
に
加
入
し
た
こ
と
の

あ
る
方
（
社
会
保
険
事
務
所
へ
裁
定

請
求
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
役

場
の
窓
口
で
も
相
談
を
受
け
ま
す
し
、

請
求
準
備
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま

す
）

　
準
備
す
る
も
の
は
、
国
民
年
金
の

み
の
方
と
同
じ
も
の
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
厚
生
年
金
な
ど
、
加
入
期

間
が
は
っ
き
り
し
な
い
方
は
、
次
の

も
の
が
必
要
と
な
り
、
取
り
そ
ろ
え

る
の
に
時
間
も
か
か
り
ま
す
の
で
、

誕
生
月
の
三
カ
月
前
く
ら
い
に
一
度

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
本
人
の
公
的
年
金
加
入
期
間
の
期

間
確
認
証
明
、
こ
れ
は
、
社
会
保
険

事
務
所
に
証
明
書
を
請
求
す
る
こ
と

に
な
り
、
証
明
書
が
手
に
入
る
ま
で

に
三
カ
月
程
度
必
要
で
す
。

　
近
年
、
六
十
歳
、
六
十
五
歳
到
達

者
に
は
、
い
く
つ
か
の
公
的
年
金
に

加
入
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
が
大
勢

お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
の
年
金

を
何
歳
か
ら
請
求
し
た
ら
今
後
の
年

金
額
が
い
く
ら
に
な
る
か
、
大
変
複

雑
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
年
金
の

受
け
取
り
は
慎
重
に
し
、
納
得
し
た

う
え
で
裁
定
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
年

金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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野
星
名
春
子

チ
ュ
ウ
リ
ッ
プ
球
根
植
え
て
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

伊
予
緋
と
い
う
冬
帽
子
買
い
に
け
り

　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

秋
晴
れ
の
打
っ
音
軽
き
豆
落
し

　
　
　
発
電
所
通
り
春
日
　
ぶ
ん

赤
ち
ゃ
ん

　
　
元
気
に
育
っ
て
ま
す
か

　
母
子
保
健
事
業
の
一
つ
に
新
生
児

産
婦
の
家
庭
訪
問
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
仕
事
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
助
産
婦
の
皆
さ
ん
に
お
尋
ね

し
ま
し
た
。

○
　
い
つ
か
ら
協
力
し
て
い
ま
す
か

●
　
そ
れ
ぞ
れ
開
業
助
産
婦
を
し
て

　
い
ま
し
た
。
昭
和
四
十
一
年
か
ら

　
六
十
一
年
ま
で
母
子
セ
ン
タ
ー
に

勤
め
て
い
ま
し
だ
の
で
、
六
十
一

年
か
ら
協
力
し
て
い
ま
す
。

○
　
今
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま

　
す
か

●
　
毎
年
、
依
頼
助
産
婦
講
習
会
を

　
受
け
、
赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
育

　
つ
よ
う
家
庭
訪
問
を
し
、
体
重
な

誘
計
哩
相
談
婁
け
て
い
ま
羅

財
胎
醗
の
難
輪
慧
⑱

　
す
。

　
　
霊
は
湿
し
ん
の
相
談
が
多
く
雛

あ
り
ま
す
し
詠
重
が
増
壕
い
騒

な
鞘
轡
酵
あ
り
ま
騒

す
か
　
　
　
　
　
螺

○
　
ど
ん
な
相
談
が
多
い
で
す
か

●

●○

新生児産婦の家庭訪問制度にご協力いた
だいている助産婦（左から、和久井クニ
戸田貞子、中条セイ、押木モト）の皆さん

　　　　　　　　　　　　●　　　○
　
赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
を
飲
み
や
す

い
よ
う
に
、
座
布
団
な
ど
を
使
う

よ
う
に
し
、
胸
元
を
大
き
く
開
く

よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

冬
は
暖
房
し
す
ぎ
る
よ
う
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
背
中
に
手
を
入
れ
て

み
て
、
汗
を
か
い
て
い
た
ら
暖
か

す
ぎ
ま
す
。

　
子
育
て
に
つ
い
て
感
じ
る
こ
と

は
…

　
母
乳
を
出
す
努
力
を
し
て
ほ
し

し
い
。
ミ
ル
ク
に
し
て
し
ま
う
傾

向
が
あ
り
残
念
で
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
は
、
本
ど
お
り
に
い

か
な
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

経
験
者
で
あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

知
恵
を
か
り
、
家
族
の
一
員
と
し

て
の
び
の
び
と
育
て
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。


